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18:30
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続いて、資料の確認が行なわれ、資料番号のっいてぃない資料に番号が付され
た。

大山

25 回 JPNIC 運営委員会議事録の承認
IPアドレスの割当関連ドキュメ ントの改定/制定/廃止
JPドメイン名割当に関する報告
IPアドレス割当に関する報告
JPNICデータペース登録/更新/検索に関する報告
DNSに関する報告
情報提供サーピスの利用状況に関する報告
JPNIC会員の入退会に関する報告
手数料に関する報告
障害報告
御意見、苦情に関する報告
事務連絡担当者会議の報告
国際連携検討部会報告
ンテナンス日

IPMeeヒing97

ドメインネームサーバの設定手続きにっいての改定

Kyouko D己y(MNIC)

吉沢文代、小島育夫、山上正代

神山
水島

^

[公開議題]

1.前回議事録の確認

1.2)電子メイル会識の議事録確認
事務局小島より、資料 1-1-1
確認された。

貝、

後藤
高田

松本

ノ、、

滋樹、
広章、
敏文、

恵、

議事

岡

河北

敦子、

2.事務局からの蛾告事項

2.1) JP ドメイン名割当に関する報告
事務局吉沢より、資料 2-1 に基づき報告があっ

*作業日数集計表の全体の平均値が正しくない。
資料の訂正を行なう

隆生、

2.2) IPアドレス割当に関する報告
事務局小島より、資料 2-2 に基づき報告があった。

*JPNICからの直接割当は、減少している。

*JPNICから業務委任会員へのフドレスプロックの委任頻度及ぴ、
サイズが、増加してぃる。そのため、 APNICから委任を受ける'
アドレス空間も、増加している。

~ 1-1-2 に基づき、簡易VOLeによる承認が

0

2.3) JPNICデータベース登録/更新/検索に関する報告
事務局小島より、資料 2-3 に基づき報告があった。

た。

項に基づ
)を確認し、
開催が宣言さ

*資料の処理フォーム件数の[処理種類別内訳]で、修正処理と記述
されているが、更新処理の誤りである。資料の訂正を行なう。

*12月の新規登録が多いのは、 OR.JP から栃.JP への移行のため
の予約ドメインの登録が含まれるためである。

*1月17日、同ーホストから大量の WhoiS 検索があり、サービスが
不安定になった。

Whoi5 サービスの安定運用のための対策が必要である。
アクセス件数の多いホストの管理者に対して、利用目的等の
確認を行なう。
大量検索に対するシステムの保護を検討する。

*

2.4) DNSに関する報告
事務局小島より、資料 2-4 に基づき報告があった。

2.5)情報提供サービスに関する報告
事務局小島より、資料 2-5 に基づき報告があった。

*εtP によるアクセスが最も多いファイルは、 doh旧i訂一li5ヒ.txt である。

*WWW のアクセス件数には、もれがある。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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*WWW のファイルアクセスランキングからは、 gif フ

*whoi3 検索内容の集計は、 経由以外のアクセスWWW

検索状況を資料化する。

ログの生成に問題があるようである。原因を調査し対処する。

2.6) J即工C会員の入退会に関する報告
事務局吉沢より、資料 2-6 に基づき報告があった。

*εヒP で公開している会員りストに会員数を記述するようにした。

*IPアドレスの割当を受けるために入会しなけれぱいけないと勘違い
している場合がある。

2.フ)手数料に関する報告
事務局吉沢より、資料 2-7 に基づき報告があった。

*12月の割当実績の数値が極端に少ない。
集計プログラムの問題と思われるため、原因を調査し、資料の訂正
を行なう。

3.5)社会的課題検討部会報告
松本委員より、以下の報告があった。

*ユ月7 e JEPG-lp meeting に出席し、
打ち合せを行なった。

2.8)障害報告
事務局小島より、資料 2-8 に基づき報告があった。

戸、

2.9)御意見、苦情に関する報告
今回は、報告がなかった。

プイルなどを除く。

も含めて、全体の

2.10)その他

2.10.1】事務連絡担当者会議の報告
事務局小島より、資料 2-10-1 に基づき報告があった。

*会議において、公開文害の誤字が指摘された。
単純な誤植であるため、公開文書の訂正を承認してぃただきたい旨
の審議提案を行ない、了承された。

96 の報告2.10.2】 IPMeeヒi訂g
事務局小島より 、以下の報告があった。

* 96年12月3日から 96年ユ.2月5日まで、広島で工PMeeヒing 96 力t開催された。

* 96年12月4日に ip-useta m巳巳じing, d01「頃」.nーヒ己lk meeヒing を開催した。
参加者が予想以上であった。
識事録は、すでにそれぞれのコミュニティに報告している。

3.検討部会からの報告

3.1} JPドメイン名割り当て検討部会報告
佐野委員より、資料 3-1 に基づき報告があった。

* dolrlain-talk meeヒing 96年12月4日
地域ドメインの登録管理業務の、地方への分散委譲について、
消極的な意見が出た。また、いくつかの問題があることも指摘
された。少数ではあるが、委譲を希望する地域もある。

*登記情報の活用について
CO.JP ドメイン名の登録に際して、登記されているかどうかの
確認を行ない、申請書の正当性を確認する必要がある。
登記情報に関するデータベースの調査を行ない、利用を検討し
ている。

2.10.3]科研費について
事務局長より、以下の報告があった。

*平成9年度の科研費の申請を行なった。

お知らせは、早めにしたほうがよい。

ノ、、

2.10.4]法人化について
事務局長より、以下の報告があった。

*各省庁に内部審査をお願いしている。

*審査の結果により、総会を開催する予定である。
スケジユールを確保していただくために、会員への非公式な

*工祉(C(in七etnaヒional ad hoc colrιnitヒee)からの提案害
商標とドメイン名の関係
日本での対応を検討するため、日本知的財産協会との会合を
持ち、情報交換、意見交換を行なった。
新しいトツプレペルドメインの導入(gTI.D)
工臨Cは、提案書に対するコメントを反映し、ドキュメントを
作成中である。 gTLD の種類は、このドキュメントに記述さ
れると思われる。
JPNICは、ドキユメントの翻訳を行ない、関係者に配布する
予定である。
ドメイン名の登録管理に関する役割や構造の変革
次回の検討部会会議で、今後の対応等を検討する。

3.2) IPアドレス、 AS番号割り当て検討部会報告
水越委員より、以下の報告があった。

* 96年12月4 e ip-usezS 勲eeヒi真g を開催した。

*IPアドレス割当関連のドキュメントの改定を行なった。

*AS番号の申請に関するドキュメントを作成予定。

3.6) JPNIC将来像検討部会報告

3.3)データベース管理検討部会報告
水越委員より、以下の報告があった。

*認証技術に関する調査委託は終了した。
実装に必要な調整を行なうため、検討部会会議を予定。

3.4)広報担当検討部会報告
中村委員により、資料 3-4 に基づき報告があった。

*ニユースレター N07 を工PMeeヒing 96 で配布した。

N08 の発効準備*ニユースレタ

原稿〆切 2月21日
発行 3月19日
巻頭言 丸山事務局長
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今回、特に報告はなかった。

3.フ)財政問題検討部会報告
後藤(邦)委員より、以下の報告があった。

*会費、手数料が決められた、過去の資料の一部が公開されてぃない。
テキストでない場合、イメージフプイルをそのまま公開する。

*会費、手数料を下げる方向で検討している。
法人化の作業、来年度予算などと連動して検討を進めてぃる。

3.8)国際連携検討部会報告
後藤(i茲)委員より、資料

*APNIC E父ecutive c0世Ici1 97/1/30

APNIC He己dquarteごについて
rnonpr0ξiヒ 0xg己11ization

*APNIC Gene冨al Meeヒing 97/1/31
ExecUヒive couTlci1 のメンバーが2名改選される。
F11τlding plaτ1 (財政計画)
ConεedeTaヒion という枠組が提案される予定。
Melnber updaヒe
JPNIC からの報告を行なう予定である。(APNIC Membeごとして)
資料作成は、事務局および後藤(滋)委員が担当する。

*con'edetation の導入に関する議論

JPNICの問題点および要求事項
JPNIC が ConfedeTation として登録する場合、 JPNICのメンバー
をどのように数えるのか。
JPNICとしては、 IPフドレス割当業務委任会員数を、 JPNICのメン
バー数として欲しい。

MNICの回答
APNICとしては、そのように対応することで問題はない。

Conf.derati0訂の導入に対して賛成することが承認された。

という方針があるとのこと

ノー、

に基づき報告があった。3-9

の作りゃすい国に置く」
0

3.9)規約検討部会報告
今回、特に報告はなかった。

3.ユの情報サービス検討部会報告
白橋委員より、以下の穀告があった。

*fヒPディレクトリの構成変更を行なった。
ドキユメントのURLをディレクトリの構成に合わせ変更する必要がある。
公開ドキユメントのURI.の変更を行なうことが承認された。
いドキユメントの整理を行なう必要がある。

*ドキュメン

インデッ
情報サー

今回、特に報告はなかった。

4.審議事項

4.1)メンテナンス日

事務局小島より、資料 4-1 に基づき審議項目の説明が行なわれた。

*メンテナンス後のトラプル対応等を考慮すると、土曜日より、
月曜の朝に設定したほうがいいのではないか。
メーカーのサポートが受けやすい。

*できれぱ、冗長なシステムを儔成し、サービスの停止が発生しない
ようにすることを、最終的な目標にして欲しい。

《、

3.11)統計データ検討部会報告
今回、特に報告はなかった。

3.12) JC蝕からの報告
今回、特に報告はなかった。

3.13) JEPGノエPからの報告

4.2)国際ルーティング
事務局小島より、審議項目の説明が行なわれた。

*別途、議論を行なうための場を設けることとし、

4.3 ) IPMeeヒi11g 97
事務局小島より、資料 4-3 に基づき審議項目の説明が行なわれた。

*JEPG-IP提案の第2案を採用し、実行してゆくことが承認された。

*lnヒe血eヒ Week で、 JPNICが何を行なうかを検討する。
1月31日 16.00 -18.oo 「lnヒe血et week 企画会議」
高田、佐野、白橋、谷村、小島など

4.4)ドメインネームサーバの設定手続きについての改定
高田委員より、資料4-4 に基づきドキュメント改定の説明が行なわれた。

*提案通り承認された。

5.その他

5.1)エ'00ヒ nalrιe setver の Second己工γの設置
村井センター長より、以下の説明が行なわれた。

* IEPG からの依頼で、日本で to0ヒ nalne 5erveT
することとなった。

*運用の条件は、 RFC2010 に記述されている。

審議を取り止めた。

以上

*NSPIXP2 の運用メンバで、 の SecondaTy を運用ro0乞 nalne server

するという方向で、準備が進められてぃる。

*ご00ヒ n己lne sex・veτの運用は、 TI'D のレジストリとは独立な立場で、
公平に実施できるような組織がよいのではないかという意見がある。

*JPNICとしては、積極的に支援したい。しかし、レジストリとしての
立場があるため、どのように係わってゆくか調整する。
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